
 木の家スクール 2009　

「近くの山の木で家をつくるスクール」は、2009 年度より「緑の
列島 木の家スクール」に名称変更して新たなスタートをきります。

「NPO 緑の列島ネットワーク」の共催をうけて 2003 年にはじまっ
た「近くの山の木で家をつくるスクール」ですが、この 6 年の間
に数多くの講座を開催し、建築関係者を中心に多くの受講生から
高い評価をいただいてきました。

そしてこの 6 年間には社会的な変化もありました。未だ多くの課
題を抱えてはいますが、20％を下まわっていた国産材の利用率も
上昇側に転じ、山の危機的現状への理解も高まりつつあります。
これからも川上の森と川下の建築・生活者を結びつける活動を続
けてゆきたいと考えています。

これまでの講座では、木の家を「つくる」ことに重心をおいてき
ました。私たちが様々な環境問題を克服してゆく上では、国産材・
流域材の活用にとどまらず、都市の緑、家庭の緑を通じて環境に
どう貢献できるかについても考えてゆく必要があります。

そこで、「木の家」における住まい方や生き方、農山漁村と繋がる
ライフスタイル、かつての日本にあった「木の文化」の深さなど、
環境と健康と福祉を考えたこれからの「すまい」と「まち」をつ
くるための講座を、スペシャリストをお招きしながら開催してゆ
きます。

生活者と技術者の ” 緑 ” に関わる知恵と行動は今後益々求められる
でしょう。「緑の列島 木の家スクール」は、「木の家」と「住まいの緑」
に関連する「学び」とネットワーク形成の場 づくりをめざして取
り組んでゆきたいと考えています。

「近くの山の木を使った家づくり」や「緑あふれる居住環境」に関
心のある生活者・技術者の皆様にぜひ受講いただけたらと考えて
おります。

木の家スクール
主催：「緑の列島 木の家スクール 名古屋」 実行委員会
共催：NPO 法人　緑の列島ネットワーク
　　　名古屋工業大学  「木の文化研究フォーラム」

緑の列島 名古屋

会　場：名古屋工業大学（第 6 回以外）

■会場の詳細は申込者に別途連絡します。
■名古屋工業大学は JR 中央線鶴舞駅 下車 徒歩約 8 分です。
■第 6 回のフィールドワークの集合時間・場所等詳細は別途連絡します。
■現地集合、現地解散です。講義終了時刻は多少前後することがあります。

募集期間：4 月 10 日から受付開始（お早めに申し込み下さい）

■ 定員 50 名（申込先着順）
■ 申込方法　：
　　裏面の申込用紙に記入の上、FAX 又は郵便にてお申し込みください。
　　もしくは、E-mail にて裏面の申込用紙の内容を記入し、送信して下さい。

■ 申込み先・問い合わせ：　（担当：藤岡）
　　E-mail:  fujioka@nitech.ac.jp　FAX：052-735-5182　

■ 運営事務局：〒 466-8555 名古屋市昭和区御器所町
　　　　　　名古屋工業大学内　木の家スクール名古屋 事務局  藤岡
　個人情報は適切な管理を行い、講義等に関する連絡以外には使用しません。

講座（第 1 回～第 7 回）
■受講対象：「近くの山の木を使った家づくり」や「緑あふれる居住環境」
　　　　　　に関心のある生活者・技術者
■受講料：（資料代含む）：25,000 円
　　　　　　受講料は初回受講時に受付にて徴収いたします。
■受講申し込みを行って下さい。
　　　　　※欠席された場合は，資料のみ，後日送付させていただきます。

一般公開講座（第 5 回のみ）
■受講料（資料代）
　一般 1000 円、学生 500 円　当日受付にてお支払い下さい。
■事前の申し込みは不要です。
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日高  保※ きらくなたてものや

風土に根ざし、職人と作る家づくりの物語
講義内容・講師紹介	

山辺豊彦 山辺構造設計事務所　代表

わかり易い木構造

澁澤寿一 NPO 樹木環境ネットワーク協会 専務理事

林  美樹 ストゥディオ・プラナ　代表

日本の森に見る持続可能なシステム

野村勘治 野村庭園研究所　代表

近世・近代・現代の造園デザイン

山田 貴宏 ビオフォルム環境デザイン室　代表

食べられる場づくり　－パーマカルチャーによる農的デザイン－

津端修一※　自由時間評論家　元 広島大学教授

里山の暮らしが約束してくれる、    なつかしい未来のライフスタイル
            －高蔵寺ニュータウンの村長さん夫妻からのメッセージ－

桑原和男 桑原木材工業 ( 株 )　代表

岐阜県の山の現状とヘリコプター集材の取組みについて フィールドワーク　岐阜県関市など　9:30 ～ 17:00

日程、集合場所などは決定次第、受講者に連絡します。	

山辺豊彦 山辺構造設計事務所　代表

これからの木造住宅の構造について 終了後懇親会を予定（費用別途）

自然な建築と暮らしをデザインする

耕地面積の少ないわが国では、人々は森を持続的に利用しながら暮らしてきました。水、エネルギー、肥料、食料、繊維、薬、道具、
建材や資材と。森なくして生活は成り立たなかったし、森も人間が利用することにより太陽光が入り、生産力と多様性が維持されてい
ました。私たちが森を持続的に利用してきた知恵と心を読み解きます。	

緑の列島木の家スクール名古屋 2009　受講申込み書

津端英子※※

一般公開講座
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日本の木の家は本当にすぐれもの。それなのにその優れた部分を私たちは古い伝統という枠の中に仕舞い込んでいるのではないでしょ
うか？自然を敬う心を忘れず、先人の知恵を現代の生活で活かす。そうすればおのずと低炭素な暮らしが実現できると思います。都市
部でも可能な自然な生活とすまいについて、現在の取り組みを軸にお話いたします。	

一般の方、初心者の方にも理解を深めていただくことができるよう、模型などを使っての解説や、著書「世界で一番やさしい木構造（エ
クスナレッジ）」を用いての説明を行いたいと考えています。そのほか、伝統的構法に関する最近の取り組みと今後の動向、最近の法律
改正にともない設計に求められる事項、木造の構造計画における注意点などをわかりやすく説明します。

気候風土との対話を通じて編み出されてきた伝統的な建築手法は、家づくりという物語の中で、地域の資源や職人の技が活かされ、素
材と人、人と人、森とまちとの心地よいつながりをもたらしてくれます。高 3 で決めた進路を歩む設計士と、設計の仕事から転職した
大工と、家業を継いだ左官職人の 3 人が、それぞれ魅了されている家づくりを語り合います。

一見西洋庭園のような幾何学的デザインの小堀遠州の庭の原点は中国の宮廷の庭。あるがままの自然を標榜し、英国式庭園を写したと
言われ続けた小川冶兵衛の庭の原点は江戸の大名庭園。作庭を芸術表現の一環とした重森三玲のモダン石庭は古典、取り分け小堀遠州
へのオマージュ。共通項は「写し」だが ...

生態系の仕組みに対する深い洞察がパーマカルチャーという考え方です。家は「消費」する場ではなく、「生産的」であるべき、という
観点から、建築とその周りが農的で食料を自律的に供給できるような場づくりについて考え方と事例を紹介します。「畑がついてるエコ
アパートをつくろう―地球を冷やすワザいっぱいの下町プロジェクト」（自然食通信社刊）の著者であり、「エコアパート」の設計者。

高蔵寺ニュータウンの 300 坪の自宅にキッチンガーデンを営み半自給自足の「丁寧な生活」を遂行中。主な著書は『現代ヨーロッパ農
村休暇事情』、『高蔵寺ニュータウン夫婦物語』『なつかしい未来のライフスタイル』（ミネルヴァ書房）など。

林道をつくることは、山林の土壌に大きなインパクトを与えるため、設置後の土砂崩れや土砂流出などの危険性が危惧されます。旧来
の皆伐による集材ではない、ヘリ集材の現場見学に伺います。講師は、管理放棄された山の間伐推進と共に、その資源の有効利用をし
ていくために、学術機関と協働して「ヘリ集材システム導入による新たな山の管理方法」について調査・実証をされております。

木構造の実務的な課題について、著書「ヤマベの木構造（5 月発売予定）」を使いながら受講者とともに考えてゆきたいと思います。そ
のほか、受講者が設計した建物を対象に、構造的見地からの解説を行います。

1952 年生まれ。農学博士。循環型都市「ハウステンボス」取締役などを経て現職。森づくり、地域づくり、人づくりの活動を実践。トヨタ自動車新環境プログラム｢豊森｣プロジェクトリーダー
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1959 年生まれ。日本設計インテリア設計部勤務、ヴェネチア建築大学在学を経て現職。環境共生住宅などを手がける。「住まいの環境デザイン・アワード 2008」環境デザイン優秀賞受賞。

1966 年生まれ。清水建設での自然エネルギー施設のエンジニアリング業務、長谷川敬アトリエ勤務等を経て現職。地産地消の木の家を中心とした建築 / 環境設計を行う。

※　1925 年生まれ。アントニン・レーモンド建築設計事務所、坂倉準三建築設計事務所、日本住宅公団を経て、広島大学教授、名城大学教授などを歴任。日本都市計画学会石川賞を受賞。
※※ 1929 年生まれ。先鋭的な修一さんのよき理解者・協力者として新しいライフスタイルを共に提案。著書に『キラリと、おしゃれ―キッチンガーデンのある暮らし』（共著）。

1945 年生まれ。林業 - 製材 - 建築まで総合的に事業を展開。「国産の木」を通して、人に感動を与えられる家づくりを心がけています。全国木材協同組合連合会長賞受賞

1946 年生まれ。構造設計一級建築士。1978 年山辺構造設計事務所設立。東京地裁専門委員。東京建築賞、BELCA 賞など受賞。著書：「渡り腮構法の住宅のつくり方（建築技術）」  など

1950 年生まれ。重森三玲への師事を経て現職。名園調査は 200 庭を数える。作庭は坪庭から万博庭園、古庭園修理まで幅広く、今夏ハンガリーに作庭。著書は「小堀遠州（京都通信社）」他

1946 年生まれ。構造設計一級建築士。1978 年山辺構造設計事務所設立。東京地裁専門委員。東京建築賞、BELCA 賞など受賞。著書：「絵解き 住まいを守る耐震性入門 ( 風土社 )」  など

※　　1970 生まれ。日本の伝統的な建築構法を用いて現代の空間の表現を試み、主に地元の神奈川県下で、住宅、店舗等の木造建築の設計を手がけている。
※※　1966 年生まれ。大学卒業後、住宅メーカー設計担当を経て、大工見習。藤間建築工房を設立。伝統的木造構法を中心に自然素材を使った家造りを行っている。
※※※ 1966 年生まれ。赤レンガ棟（旧法務省）保存改修工事などを施工。神奈川技能祭左官部門 名工会賞 受賞。全国左官技能競技大会 準優勝。国土交通大臣賞 受賞

氏　名（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）　
住　所　〒
携帯電話番号    　　　　（　　　　）　　        　　FAX 番号		  　　（　　　　）　　　　　　	    
E-mail							           
勤務先 ・所属							           
職　種	 　設計士・工務店・職人（　　　　　）・その他（　　　　　　       　）※○をつける

FAX：052-735-5182 木の家スクール名古屋事務局  藤岡

受講の申込みをされる方は、各項目にご記入いただきＦＡＸ・郵便にて送信してください。もしくは同様の内容を E-mail にて送信してください。

講義時間 13:30 ～ 17:00 （第 6 回以外）
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終了後懇親会を予定（費用別途）
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開催日未定

藤間秀夫※※ 湯田勝弘※※※　藤間建築工房  大工 左官


